




Structural Transformation and Poverty Reduction: 
A View from Three Sectors in Sri Lanka 
（経済構造の変革と貧困削減：スリランカの 3つの経済セクターからの視点） 
 















第 1章で上述のような問題意識が述べられたあとで、第 2章では、雇用面でも GDPの面
でも農業が相対的に衰退し、製造業やサービス部門が興隆し、その結果、一人当たりの実
質 GDPが急増し貧困率が減少したことが、2次資料を用いて示されている。特に最近の経
済成長は著しく、1990年代には年率 6.7％、2000年代には年率 10.9％という GDPの成長
率が記録されている。それに対応して、一日あたり＄1.25 ドルという国際的貧困ライン以
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10. 第 5章で、districtと yearダミーの相乗項を用いてはどうか。 








ントを考慮して論文を修正すれば、博士号（Ph.D. in Development Economics）を授与す
ることが適当であると判断された。論文修正後の措置に関しては、主査が責任を持って修
正内容を検討し、十分な修正がなされていることを確認することになった。実際、平成 23
年 8月 31日に提出された最終稿では、十分な修正がなされていることが確認された。よっ
て、これによって博士号を授与することにした。 
 
 
